
額
一
平
塚
市
で
は
、
六
月
か
ら
毎
月
第
二
@
第
m
出
土
問
曜
日
夜
休
巴
に
ぜ
る
ぷ
ム
機
開
閉
庁
」
欝

雛
を
笑
施
す
る
こ
と
に
訟
の
d

該
し
だ
。
た
だ
し
、
市
民
然
活
に
大
き
な
交
際
を
き
だ
さ
麓

欝
な
い
よ
う
、
ご
み
の
奴
築
や
市
民
病
務
な
ど
術
開
出
生
拝
加
に
抽
出
援
に
関
係
す
る
鶴
田
口
と
、
韓

灘
溜
来
氾
利
開
問
申
棋
の
議
い
観
察
緩
や
博
物
館
、
地
灰
一
公
民
館
、
一
平
塚
球
援
な
ど
の
施
設
欝

畿
内
跡
、
従
来
滋
り
義
務
を
行
い
ま
す
。
市
開
問
の
み
な
さ
ん
、
施
設
を
利
間
出
家
る
場
合
同
跡
、
欝

懇

お

間

違

い

の

務

い

さ

つ

あ

出

郷

け

く

だ

各

い

。

醐

麟

従
来
か
ら
休
門
出
と
な
っ
て
い
る
臼
総
門
口
、
祝

日
、
年
来
年
始
の
ほ
か
、
相
判
定
に
怨
国
同
錦
町
一
一
・

第
四
之
総
gra休
日
仁
し
、
ご
み
の
奴
緩
や
溜

毅
穂
市
民
病
仲
間
な
ど
を
授
に
あ
る
機
緩
明
曹
を

悼
賄
容
、
懇
の
噛
常
務
な
ご
は
行
い
務
せ
ん
。

市
に
対
す
λ
u
許
部
窃
等
の
謹
問
、
問
掛
け
出
な

ど
の
湘
制
緩
ガ
前
認
の
外
出
に
あ
ど
る
と
き
は
、

原
町
聞
と
し
て
、
そ
の
懇
門
出
が
期
間
制
と
な
り
校

一90

我
が
間
酬
の
符
一
関
総
労
働
絡
的
附
は
、
欧
米
議
闘

と
比
べ
て
一
一
言
か
ら
忠
百
時
間
開
国
間
Y
¥一
議
搾
れ
よ
切

と
り
夜
生
み
出
し
名
品
暗
殺
に
開
臨
ん
佼
締
結
か
な
生

浴
を
突
捕
射
さ
せ
る
だ
め
に
は
、
労
働
紡
織
の
短

絡
が
大
ぎ
な
綾
態
と
な
っ
て
い
叩
訴
す
。

談
窓
、
般
の
先
滋
同
制
強
み
の
労
働
持
繍
に
近

づ
け
て
、
内
需
拡
大
を
町
出
り
、
世
間
済
摩
擦
安
解

判
別
す
る
こ
と
が
箆
際
的
に
も
受
議
さ
れ
て
お
り
、

間
間
際
綴
認
の
立
場
か
ら
も
こ
れ
に
こ
夜
え
て
い

く
必
婆
が
お
り
家
す
。

こ
の
よ
う
に
、
労
組
制
持
続
の
時
組
織
は
、
時
間
代

の
思
議
と
な
っ
て
お
り
、
民
勝
部
門
と
公
務
部

門
が
栂
携
え
て
、
週
休
日
一
臼
削
聞
の
縫
遂
克
官
邸
っ

て
い
く
必
受
か
あ
り
務
想
。

同
闘
で
は
、
人
事
一
線
勧
告
に
纂
づ
い
て
今
年
の

一
月
十
関
白
か
ら
、
問
問
で
は
滋
月
十
一
一
一
白
か
ら

ヱ
一
隊
繍
庁
綾
突
回
附
し
て
い
該
ザ
。
司
容
だ
、
金
時
制

機
関
h
V
相
即
席
味
鋭
同
の
貯
金
、
間
関
検
の
幾
務
部
門
は
、

一
一
周
か
ら
問
問
滋
之
総
門
口
を
一
休
議
に
守
る
一
「
出
向
〈
忠

明蹄休一一段酬明
L

事
戸
増
〈
絡
し
て
い
法
ザ
。

本
市
に
お
い
て
も
、
主
総
雨
間
一
げ
な
綴
入
管
る

こ
と
は
、
地
域
に
お
け
る
滋
俊
一
日
制
制
縫
幾
の

基
常
的
問
機
運
窓
結
必
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

さ
れ
て
い
家
す
。

い
ま
京
で
は
、
開
閉
知
地
土
問
臨
門
口
和
町
掲
げ
し
な
が

ら
機
ω
践
が
半
額
ず
つ
炎
代
で
休
む
万
式
を
と
っ

て
い
殺
し
段
。
六
月
か
ら
は
滋
一
一
第
凶
之
総

紛
が
開
閉
一
げ
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
土
縫
百
円
国
鶴

間
闘
が
一
斉
に
出
動
す
る
方
式
に
変
わ
り
設
す
。

し
か
し
、
工
総
額
一
げ
万
筑
の
務
ス
に
あ
だ
っ

て
は
、
前
向
聞
の
み
な
さ
ん
の
生
浴
応
大
き
な
十
究

機
を
き
だ
さ
な
い
よ
う
、
市
出
向
時
仰
向
的
や
ご
み
の

奴
繁
楼
務
な
ど
市
説
内
生
活
に
務
援
に
関
係
す
る

部
門
、
明
細
米
に
初
約
班
十
の
瀦
い
悶
刷
物
門
品
開
ほ
ど
の

施
設
は
こ
れ
訟
で
滋
一
円
問
地
滑
務
事
一
行
い
務
す
。



，--f勾，

Z号(6・42尭)吟品JI17: 40、東京 7:50遊
4号 (7: 37発}吟品JI18: 30藷

6号 (8: 20発〕時品JI19 問、東京9: 24潜

8号 (8: 42発〕吟品JlJ9 : 35、東京 9: 43鷲

22号 (6: 35発}吟新指 7 守 33藤

24号 (7: 28発〕吟新宿 8.24滞

* ライナー券話、前目的10時かり、 fみどりの窓ιで

発発しております。

沼郎=茅ヶ崎寄りに 4"_ 5 ~奇的;R型工を増結

:>fP需品)111守 "'0=披浜行 =番線

。博信土理由み混戦 ち L 干ぜ冴3

支… rぺ土やj'クy ィ

〔揮家駅記事ヶ培、藤沢、大給、横浪、 m時、品J!!、
新機、東京〕

22号 (6:35尭〕吟新指 7: 33婿

24号 (7: 28発〕吟新宿 8: 24藷

* ライナー券は、前自由10時から、 Fみとり的意J で
発売しておりますr
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